
３

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
同
項
の
規
定
に
よ
り
記
録
の
管
理
を
申
し
出
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
甲
企
業
型
年
金
の
企
業
型
記
録
関

連
運
営
管
理
機
関
等
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
が
同
項
の
申
出
を
行
う
場
合

乙
企
業
型
年
金
を
実
施
す
る
事
業
主
及
び
乙

企
業
型
年
金
の
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
の
名
称
及
び
住
所

二

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
が
同
項
の
申
出
を
行
う
場
合

個
人
型
年
金
の
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理

機
関
の
名
称
及
び
住
所
（
当
該
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
旨
）

三

第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
が
同
項
の
申
出
を
行
う
場
合

連
合
会
移
換
者
で
あ
る
旨

４

第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
乙
企
業
型
年
金
の
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
、
個
人
型

年
金
の
個
人
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
又
は
個
人
型
特
定
運
営
管
理
機
関
（
連
合
会
が
運
営
管
理
業
務
を
委

託
し
た
確
定
拠
出
年
金
運
営
管
理
機
関
で
あ
っ
て
、
令
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
個
人
別
管
理
資
産

が
連
合
会
に
移
換
さ
れ
た
者
の
氏
名
、
住
所
等
の
記
録
及
び
そ
の
保
存
そ
の
他
の
業
務
を
行
う
者
と
し
て
連
合

会
が
指
定
し
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）は
、
甲
企
業
型
年
金
の
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
の
指

示
が
あ
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
資
格
を
取
得
し
た
者
の
前
条
第
一
項
各
号
又
は
第
五
十
六
条
第
一
項

各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
甲
企
業
型
年
金
の
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

５

企
業
型
年
金
を
実
施
す
る
事
業
主
は
、
第
一
項
の
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
す
る

企
業
型
年
金
の
企
業
型
年
金
加
入
者
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

企
業
型
年
金
の
企
業
型
記
録
関
連
運
営
管
理
機
関
等
、
連
合
会
並
び
に
個
人
型
年
金
の
個
人
型
記
録
関
連
運

営
管
理
機
関
及
び
個
人
型
特
定
運
営
管
理
機
関
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
行
う
た
め
必
要
な
行
為
を

行
う
と
き
は
、
法
令
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
速
や
か
に
、
そ
の
行
為
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
納
付
期
限
日
を
延
長
で
き
る
場
合
等
）

（
納
付
期
限
日
を
延
長
で
き
る
場
合
等
）

第
十
六
条
の
二

令
第
十
一
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
事
業
主
掛
金
を
納
付
期
限
日

（
令
第
六
条
第
五
号
に
規
定
す
る
納
付
期
限
日
を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）ま
で
に
納

付
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
場
合
と
す
る
。

第
十
六
条
の
二

令
第
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
事
業
主
掛
金
を
納

付
期
限
日
（
令
第
六
条
第
七
号
に
規
定
す
る
納
付
期
限
日
を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）

ま
で
に
納
付
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
場
合
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

令
第
十
一
条
の
三
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
企
業
型
年
金
加
入
者
掛
金
を
納
付
期
限
日

（
令
第
六
条
第
六
号
に
規
定
す
る
納
付
期
限
日
を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）ま
で
に
納

付
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
場
合
と
す
る
。

３

令
第
十
一
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
企
業
型
年
金
加
入
者
掛
金
を
納

付
期
限
日
（
令
第
六
条
第
八
号
に
規
定
す
る
納
付
期
限
日
を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。）

ま
で
に
納
付
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
場
合
と
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
令
第
十
五
条
第
一
項
の
表
の
一
の
項
の
運
用
の
方
法
）

（
運
用
の
方
法
の
選
定
基
準
）

第
十
八
条

令
第
十
五
条
第
一
項
の
表
の
一
の
項
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
預
入
の

相
手
方
、
預
金
又
は
貯
金
の
種
類
及
び
預
入
期
間
と
す
る
。

第
十
八
条

企
業
型
運
用
関
連
運
営
管
理
機
関
等
は
、
預
貯
金
の
利
率
、
生
命
保
険
契
約
の
予
定
利
率
、
債
券
の

収
益
率
等
運
用
か
ら
生
ず
る
と
見
込
ま
れ
る
収
益
の
率
、
収
益
の
変
動
の
可
能
性
そ
の
他
収
益
の
性
質
が
相
互

に
類
似
し
な
い
三
以
上
の
運
用
の
方
法
を
選
定
し
、
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
令
第
十
五
条
第
一
項
の
表
の
二
の
項
の
運
用
の
方
法
）

第
十
八
条
の
二

令
第
十
五
条
第
一
項
の
表
の
二
の
項
イ
、
ロ
及
び
ニ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
信

託
の
契
約
の
相
手
方
、
信
託
財
産
の
管
理
又
は
処
分
の
方
法
及
び
信
託
契
約
の
期
間
と
す
る
。

（
新
設
）

２

令
第
十
五
条
第
一
項
の
表
の
二
の
項
ハ
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
各
年
齢
階
層
に
属
す
る
加
入

者
等
の
選
択
を
阻
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
同
項
ハ
の
将
来
の
一
定
の
時
期
を
複
数
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
と
す
る
。
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